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研究成果の概要（和文）：大学生を対象とした性的権利の尊重と行使を取り入れた教育プログラム検証のための
基礎データとするため、COVID-19感染拡大による生活変化が心身に及ぼす影響について、調査をおこなった。第
一回目の緊急事態宣言発令時に高かった心理的苦痛や抑うつ状態は、徐々に改善されていた。しかし、孤独感は
1回目よりも２回目の緊急事態宣言時に増加しており、社会的ネットワークも減少していることが明らかとなっ
た。特に若年層の抑うつや希死念慮には、低減が認められなかった。希死念慮に影響する要因として明らかとな
った、社会的ネットワークや孤独感、睡眠習慣、不安症状等へのアプローチが、効果的な予防策となる可能性が
示唆された。

研究成果の概要（英文）：A survey was conducted to validate an educational program on sexual rights, 
examining the impact of COVID-19 lifestyle changes on individuals' well-being. Initially, during the
 first state of emergency, there were elevated psychological distress and depressive symptoms, which
 gradually improved over time. However, the second state of emergency revealed an increase in 
feelings of loneliness and a decline in social networks. Notably, the younger age group did not 
exhibit a reduction in depressive symptoms or suicidal ideation. From the results of this study, 
addressing factors such as social networks, loneliness, sleep patterns, and anxiety symptoms may 
serve as effective preventive measures for suicidal ideation.

研究分野：臨床心理学

キーワード： mental health　COVID-19
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研究成果の学術的意義や社会的意義
本研究は、本邦におけるパンデミック下のメンタルヘルスに関する実態把握の基礎データとして貴重な知見とな
りうる点で、学術的に意義あるものである。また、パンデミックがメンタルヘルスに及ぼす影響だけでなく、心
理的影響を強める要因、回復に関与する要因も含めて明らかにし、社会的支援やメンタルヘルス対策の必要性を
示した点で、社会的にも意義のあるものである。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。



 

 

様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９（共通） 
 
 
１．研究開始当初の背景 
 2017 年の刑法改正によって性犯罪の厳罰化が進んだものの、被害に対する充分な予防策が取
られているとはいえない状況であった。先行研究では、性的権利を尊重することによって性加害
を、性的権利を行使する抵抗行動によって性被害を、それぞれ予防できる可能性のあることが指
摘されていたことから、大学生を対象とした性的権利の尊重と行使を取り入れたプログラムの
作成に着手することとした。しかしながら、効果検証を行う段階で、COVID-19 感染拡大によっ
て、実施予定であった大学新入生に対する全数調査を実施することができなくなり、また、これ
までの心理的ストレスや精神健康に関する調査結果をベースラインとすることが困難となった。
このため、パンデミック下の心理的ストレスや社会行動上の変化について調査を行うこととし
た。 
 
２．研究の目的 
 上記の背景を受け、COVID-19 感染拡大による緊急事態宣言下の生活変化が心身に及ぼす影響
について、基礎的データの蓄積を行うとともに、心理的ストレスの危険因子と保護因子を検討す
ることを目的とした。 
 
３．研究の方法 
（1）調査時期：緊急事態宣言の発令にあわせ web 調査を実施 
（2）対 象 者：緊急事態宣言が発令された都府県在住者（18 歳以上） 
（3）調査方法：調査協力者は株式会社マクロミル(東京)を通じて Eメールで募集し、オンライ

ンプラットフォームを使用してデータ収集を行った。また参加者全員に、マク
ロミル社が提供する報酬システム内で使用できるマクロミルポイントを付与し
た。 

（4）主な調査項目：基本属性（年齢、性別、雇用形態、配偶者の有無、子どもの有無、世帯年
収等の社会統計学的情報）、 
心理的ストレス（K-6）、抑うつ（PHQ-9）、不安（GAD-7）、孤独感（UCLA-LS3）、
社会的孤立（LSNS-6）等。 

  なお本調査は、徳島大学大学院社会産業理工学研究部社会総合科学域研究倫理委員会の承認
（受理番号 212）を受け実施された。 
 
４．研究成果 
(1) 性的権利の尊重と行使を取り入れたプログラムの作成について 
国外の教育プログラム等を参考に（Senn et al., 2013［1］, 2015［2］）、「パートーナーシ
ップ」「危険の判断」「抵抗行動の種類」等からなるプログラムを作成した。予備的に大学生、
大学院生に実施し、表現や実施内容の修正を行なったが、上記の通り、詳細な効果検証の実施
が困難であった。 
また、性犯罪者に対する Brief Therapy (BT)の実施事例を通して、犯罪を防ぐ要因として、
犯罪者の個人的で適応的ではない価値観の明確化ならびにその価値観の変容の重要性が認め
られた他、オンラインソーシャルネットワーク上での性加害行為が明らかとなったことから、
プログラム効果検証の際には、これらの結果を踏まえて実施していきたい。 
COVID-19 が 5 類感染症となったことから、今後は上記の点に加え、(2)以降の結果も踏まえた
上で、プログラム効果の検証に取り組んでいきたい。 

 
（2）第 1回目の緊急事態宣言下における心理的ストレス 

緊急事態宣言の対象となった 7 都府県
在住の 10代から 80代の 11,333名から
回答を得た。調査協力者の 36.6%が軽度
から中程度の、11.5%が重度の心理的苦
痛を感じていることが明らかとなった。
また、17.9％が治療を要する可能性の高
い抑うつ状態にあり、この結果は2013年
の調査（Hoshino et al., 2018［3］）の
7.9%を大きく超えるものであった。ま
た、医療従事者や精神疾患の既往歴、若
年者や女性、学生などにおいて、特に心
理的ストレスが高い傾向にあった。 
さらに心理的苦痛の重症度とその他の
調査項目との相互作用動態を検討した

図 1.心理的ストレス重症化の背景要因 



 

 

結果、重度の心理的苦痛を感じている場合の特徴として、孤独感の高さ、対人関係の悪化、COVID
−19 による不眠や不安、家計の悪化、仕事・学業における支障などが示された（図 1）。一方で、
仕事・学業における支障があっても、心理的苦痛が低い場合の特徴として、生活変化への前向
きさ、オンラインでの交流の多さ、健康的な睡眠習慣の維持が示された。 

 

（3）第 2回目以降の緊急事態宣言下における心理的ストレス 

第 1 回目調査参加者ならびに新たに緊急事

態宣言が発令された都府県在住者を対象とし、

20,610名から回答を得た。協力者のうち、第 1

回目と第 2 回目の両方に回答している追跡調

査者は 7,893名である。 

調査協力者の 33.8%が軽度〜重度の心理的苦

痛を感じており、14.4％が治療を要する可能性

の高い抑うつ状態にあった。コロナ禍前よりは

悪化しているものの、第 1回目調査時と比較す

ると、全体としてメンタルヘルスは改善の傾向

が認められた。しかしながら、第 1回目調査に

おける社会的孤立状態にあると推定された

人々の割合が 44.1%であったことに対し、第 2

回目調査では 60.3%となり悪化が顕著であっ

た。 

追跡調査者について、第 1 回目と第 2 回目の抑うつの推定率を年齢別に比較すると、18-29

歳の年齢層がもっとも抑うつの推定率が

高く、このグループのみ推定率が低減して

いなかった（図 2）。また、18-29 歳のみ、

2 回目調査で希死念慮が低減していなか

った。 

さらに抑うつや希死念慮とその他の調

査項目との相互作用動態を検討した結果、

孤独感が顕著に高く、社会的ネットワーク

が最も小さい場合の特徴として、第 1回目

第 2 回目ともに、うつ病推定率が最も高

く、希死念慮も最も多く報告されていた

（図 3 a,b）。逆に、最も孤独感が低く、社

会的ネットワークが最も保たれていた場

合は、各調査でうつ病推定率ならびに希死

念慮が最も低い結果となった（図 3 e,f）。 

 なお、第 3回目の緊急事態宣言が発令さ

れた 6都府県在住者 11,453名ならびに、

第4回目の緊急事態宣言が発令された2都

府在住者 6,080名に、それぞれ緊急事態宣

言下で追跡調査を実施した結果とあわせ、希死念慮を予測する心理社会的変数の検討をおこな

った。その結果、一度生じた希死念慮はパンデミック下では残遺・再発する可能性が示唆され

た他、社会的ネットワークの大きさや孤独感、睡眠習慣や不安等も希死念慮の生起を分ける可

能性が認められた。 
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